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ミヒャエル・キューネン（Michael Kühnen 

  

第二の革命 

第一巻：信仰と闘争 
  

第7部 
  
  

しかし、SNEが組織であるのと同様に、これらすべてはそれ自体が目的で

はありません。     
    

ナチスの地下組織であるNSDAP/AOの存在を知らしめ、ナチス禁止令の問

題を世間の関心事にし、国家社会主義を想像しうる選択肢として提示する

ことです。これらの課題をうまく解決した人は、ドイツの自由運動の結晶

核になり、最強の地下勢力であるNSDAP/AOを自然に補完することになり

ます。合法的な政治活動の分野では、私たちは絶え間ない変化を経験して

います。多数の組織が設立され、潰れ、統合され、あるいは占領政権に

よって解散させられている。だから、今後の発展について見通しを立てる

のは非常に難しい。すべての革命運動には、3つの発展段階がある： 

  

この運動は非常に弱く、すでに確信を持っている少数の支持者にしか訴え

られない。- 現時点で、国家安全保障省が懸念する理由は2つしかない： 
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戦闘員の過激さと、ドイツ国民の潜在意識に今も深く刻み込まれている国

家社会主義思想の爆発力。 
  

この運動は、強力でよく管理された幹部組織となった。大衆の注目を集め

る方法を理解したのである。ユダヤ人や外国のサークルは危険を察知し始

め、ドイツの国家保安当局に行動を促している。- このような状況にこ

そ、最大の危機が存在するのである。この運動はまだパワーファクターで

はないが、すでに体制の秩序を脅かす可能性があると見なされている。こ

の段階で、嫌がらせ、禁止令、逮捕が強まる。今、国家安全保障はストラ

イキを起こし、民主主義者たちは筋肉を鍛えている。国家陣営のどの組織

も、まだこの段階を超えることはできていない。SRPやNPDでさえも、こ

の目標に近づいているのである。 
  

この運動は大衆組織となった。議会にも代表され、世論の少なからぬ部分

がその背後にある。- このような状況の中で、システムの戦い方は突然変

化する。禁止令は、もはやほとんど期待できない。そのような措置は、爆

発や暴動につながりかねないからだ。国家権力は、この運動を統合し、ブ

ルジョア国家に組み入れ、その革命的な勢いを奪おうとするのである：  
  

その目的は、革命運動を反動に従属させるか、少なくともそれに対する影

響力を獲得することであろう。過去からの教訓を学んだ断固とした指導部

は、この試みを失敗させ、革命精神を維持し、権力の掌握が可能になる歴

史的瞬間を逃さないことに成功するだろう。 
    

国家社会主義者の行動戦線は、わずか8ヶ月で第二段階の発展を遂げたの

である。これは1978年7月22日、ハンブルクから40km離れたレントフェー

ルデンで実証された：  
    

この日のために、私は西ドイツ中の国家社会主義者を、レントフェルデン

のレストラン「タネンホフ」でのANSの中央集会に招待していた。百人以

上の同志が私たちの呼びかけに応じ、戦後初の大きなヒトラー記念集会に

やってきた。戦後史上最大の集会であった。その場でアドルフ・ヒトラー

記念のプレートが除幕されることになっていた。  
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しかし、事態は違った。集会参加者の到着は、この規模の組織では難し

い、ほとんど陰謀的に行われたにもかかわらず、警察に会場のことがばれ

てしまったのです。この記念集会が禁止されているのはハンブルクだけ

で、シュレースヴィヒ・ホルシュタインでは禁止されていないにもかかわ

らず、また、私がイベント禁止に対する抗議イベントにしたのにもかかわ

らず、治安当局は介入することにした。しかし、警察は頭に血が上ってし

まった。40分以上の会場の戦いの後、ボルシェビストや反ファシストに対

する粛清を無視すれば、初めて投入されたANSストームトルーパーは死傷

者を出さなかったが、警察は12人が負傷したと報告した。タネンホフの戦

いは、最終的には警察が勝利したが、行動戦線の勝利であり、私にとって

は個人的な勝利であった。なぜなら、私は組織設立時に若い同志たちに約

束した「ドイツは我々を語るだろう」という言葉を守っていたからだ。 
    

国家・社会主義闘争組合の法的政治活動は、全体戦略の枠内で、究極的に

は二重の目的を持つ： 
  

来るべき国家社会主義運動のために、若者を準備し、獲得すること。 
  

支配的な占領政権を打倒するための大衆運動を構築すること。 
    

SNEとその兄弟組織が、先に述べた課題と同様に、最初の課題を模範的に

果たしたことに疑問の余地はない。しかし、制服行進やヒトラー集会、ナ

チス禁止令の問題で大衆運動を起こすことに成功するかどうかは疑問であ

る。私の目には、2つの目標を達成するために使わなければならない方法

の間に矛盾があるように映るのです。 
    

最初のステップは、若者の勧誘、古参の戦闘員の獲得、ナチスの禁止、国

家社会主義などであった。- は、SNEがすべてのテロに対して一貫して維

持したアプローチを要求した。 
    

今、別の戦術が追求されなければならないが、古い形式を完全に放棄する

ことはない。国家安全保障と報道機関にとって復活した「ネオ・ナチズ

ム」の恐怖をもたらす合法的な政党を後に計画するためのハードコアを形

成することが、フライツァイトフェライン・ハンサの任務であったよう
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に、後にSNEの幹部は、我々の運動をこの国の政治権力にする任務を持つ

来るべき大衆組織の骨格と指導部を形成するだろう。 
    

そのような未来の大衆運動は、基本的な事実から出発しなければならな

い：     

国民は政治に興味がなく、世界観にも興味がない！私たちは、自分の仕事

をこの方向に向けなければならない。広範な大衆は、自分たちの身近な生

活条件にしか関心がないのである。したがって、この体制に反対するため

の大衆運動は、次のような特徴を持たなければならない： 
  

その運動は、一般的な不満の波に乗せられた抗議運動でなければならな

い。 
  

運動は、誰にとっても争点となる具体的な不満、少なくとも非常に多くの

人にとって個人的に経験した問題に焦点を当て、誰もが理解できるシンプ

ルな解決策を提示できると主張する必要があります。 
  

プロパガンダは、この1つの問題に対して、リーダーの他の、あるいはそ

れ以前の活動を、フォロワーやメンバーに押し付けることなく、いわば並

走させるようにしなければならない。 
  

この大衆組織の指導は、その幹部の手にしっかりと残されていなければな

らない。 
  

最初の突破口が達成されたとき、宣伝担当者は、抗議のムードと具体的な

問題を、その背後にある世界観とともに結びつけなければならないが、ボ

ルシェビキの政治的ルカに沿ったスレッジハンマーで結びつけることはで

きない！しかし、指導部は、達成された成功は、この思想の確固たる基礎

の上にのみ可能であり、それを基礎とすることができるということを明ら

かにしなければならない。そして、今、それに抵抗するすべての人々を、

容赦なく運動の隊列から排除しなければならない。成功した運動から離れ

ることはないのだから、多くはないだろう。成功したものが正しいのだ。

もちろん、この戦術は、幹部が信頼でき、よく訓練されている限り、何度

でも繰り返すことができる。繰り返す場合は、指導者を変えるだけで、お

そらく主題も変えることが望ましい。 
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合法的な政治活動はここまでである。今日、われわれは、SRPの追放から

20年後、右からの革命のための幹部を形成する若者を味方につけた革命運

動が再び存在することを喜びをもって述べることができる。これは、火の

番をし、旗を沈ませなかった年長の同志たちの忠誠心のおかげで、はじめ

て可能になった。ドイツの自由運動が死んでおらず、世代間の同盟が実現

したのは、彼らのおかげである。忠誠を意味する名誉を持つこれらすべて

の古い闘士たちの代表として、私は、かつて私たち若い革命家の模範とな

りうる3人の人物を挙げます： 
  

同志エルヴィン・シェーンボーン（元RAD指導者、現在はKDS

（Kampfbund Deutscher Soldaten）会長）は、終戦後、ドイツ兵の名誉とガ

ス処理デマに関する歴史の真実のためにたゆまない熱意と献身をもって

戦ってきたが、常に若い世代に特別な理解を示し、特にAktionsfront 

Nationaler Sozialistenの活動を非常に支持してきた。KDSとANSの同盟は、

ドイツを解放するために必要な祖父と孫の同盟の例として、常に注目され

てきた。 
  

市民と農民のイニシアチブ」の議長であり、偉大な農民指導者クラウス・

ハイムの政治的継承者、遺言執行者として、ドイツ農民のスポークスマン

に任命された同志ティース・クリストファーセンは、著書「アウシュビッ

ツの嘘」によって勝者のプロパガンダの嘘に致命傷を与えています。彼は

自らの体験から、アウシュビッツ強制収容所の状況をありのままの言葉で

表現している。この小さな本で、彼は国営出版社から出版された多くの分

厚い本以上の成果を上げた：  

    

国内外の多くの人々に考えさせ、今日、自分たちが嘘をつき、騙されてい

たことを認める人々もいる。しかし、私たち現代の若者は、犯罪者でな

かった父親たちの功績に胸を張って言及することができます。 
  

ドイツ市民イニシアティブの議長であり、ドイツ連邦議会の議長である同

志マンフレッド・レーダーは、一方では、模範的な勇気と献身をもって、

初期の国家社会主義者と愛国者を街頭に導き、馴染みのサークルや退屈な
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裏庭から脱却させました。一方では、勇気ある告白の方法とマスメディア

の正しい使い方を私たちに示した。彼は、誰もが自分の意見を言うことを

許される国家によって、亡命させられたのだ-ドイツの愛国者以外は。 
  

あなたはドイツの解放に卓越した貢献をした！ 
 
 

地下闘争 
  

国家社会主義ドイツ労働者党の歴史は、1945年に戦勝国によって強要され

た解散で終わったわけではない。1946年まで、主にHJに由来する孤立した

狼男集団が占領軍と戦っていた。南米を中心とした亡命先で、ヒトラーの

信奉者たちは自らを再編成し、秘密組織（例えば、伝説的な「元SS隊員の

組織」であるODESSA）を結成した。 
    

1948年、スデーテンランドとオストマルクで、秘密の地下組織が追跡され

た。オーストリアのグループはうまく機能していた。帰国者の中から古い

党の同志が狙われ、『我が闘争』に基づいて宣誓した後、民主主義政党に

送られ、彼らの中には高い地位に就いている者もいた。これらのグループ

はすべて、勝者同士の戦争が起こり、そこで再びボルシェビズムに対する

防波堤として利用され、第三帝国が再び立ち上がるという希望を抱いて生

きていた。冷戦と原子力の均衡はこれらの希望を打ち砕き、それとともに

最初のナチス地下組織も崩壊したのだが、その詳細についてはほとんど分

かっていない。 
    

1949年は新たな始まりでした。これからは、もはや第三帝国を再興するの

ではなく、第四帝国を再建することが問題だったのです。SRPが誕生し、

大成功を収め、そして禁止された。それでも、先見の明のあるSRPの過激

派は、地下組織の設立を提唱し、実際に1950年代にはこの種のグループが

2つ結成された：  

    

ある者は地下で社会主義帝国党をまとめようとしたが、この努力は6ヵ月

後に失敗に終わった。他の者たちは、体制への潜入を試みることにした。
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当時、国家社会主義者に広く認知されていた帝国宣伝省の元国務長官

ナウマン博士が、この試みの責任者であった。ナウマン博士から糸は

ゲッベルスの副官フォン・オーベンを経由して、南米に亡命している

ナチスの指導者たちに渡った。このいわゆる「ガウライターサーク

ル」（生き残った元ガウライターが多数関与していたため、後にマス

コミがそう呼んだ）は、最も組織化され、当初は最も成功したナチス

の抵抗組織となった。 
    

国家社会主義者は、すべての民主主義政党、労働組合、国家機構に潜

り込んだ。しかし、主な攻撃対象は、当時まだ民族主義的な傾向を

持っていたFDPであり、ここで彼らは最大の成功を収めたのである：  

    

国家社会主義者はFDPの国家リストを経由して連邦議会に入った-最後

の一人は1960年代半ばに死ぬまで連邦議会議員であった。53年1月14

日、ボンのイギリス高等弁務官とロンドンの外務省は公式通信で、西

ドイツでいつかは政権を取ろうと計画していた元主要国家社会主義者

の一団が拘束されたことを発表した。その中には、ヒトラーの遺言で

宣伝大臣に任命されたゲッペルス省の元国務長官、ヴェルナー・ナウ

マン博士も含まれていた。その他、元ガウライター、党の高官、そし

て元HJの指導者たちがいた。  

    

逮捕に先立ち、特にニーダーザクセン州とノルトライン＝ヴェスト

ファーレン州では、ガウライタークライスの活動が異常に成功してい

た。同地のFDPには、通常をはるかに上回る数の元NSDAP幹部が集

まっていた。ノルトライン・ヴェストファーレン州のガウライターク

ライスのトップであった元帝国青年指導部のウィルケは、FDP議会党

首の地位まで上り詰め、1953年にはノルトライン・ヴェストファーレ

ン州のFDPの指導部に15人のNSDAP出身者、その内7人のSSと4人のHJ

指導者が含まれていた。 
    

ニーダーザクセン州では、FDPの教育大臣が偽名で内閣に所属し、ナ

ウマン組織のメンバーであったことが発覚した。1953年にガウライ

ター・サークルの正体が暴かれたにもかかわらず、この試みは無駄に
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はならなかった： 
    

多くの同志が摘発を免れ、国家社会主義者は今でも政党や国家機関の

いくつかの重要な地位を占めている。今日の地下運動への理解しがた

い援助も、当時の活動なしには考えられなかったことであろう。しか

し、ここでも、世代交代が徐々に起こっており、NSDAP/AOは、今や

「スリーパー」（党や国家機関で出世するはずの、やがて目覚める、

すなわち国家社会主義革命のために使われる無名の同志）を自ら使う

ことが義務になっている。 



9 

 


